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山形県大石田町へ
東京～大石田町間は、山形新幹線「つばさ」で
片道約3時間で往来できます。「大石田そば街道」へは、
JR大石田駅で下車し、徒歩またはタクシ一を利用して
お出かけください。

■列車（JR線利用）

〇東京駅→（山形新幹線）→山形駅→
（山形新幹線）→大石田駅（total/約180分）
〇仙台駅→（仙山線）→山形駅→（奥羽本線）
→大石田駅（total/約120分）

■車（道路利用）

〇東北自動車道→山形自動車道（山形北IC）
→（Rl3経由）→大石田町（山形北ICより／約50分）
〇仙台市→（R48経由／関山峠）→東根市
→大石田町（約100分）
〇宮城県大崎市→（R347経由）→尾花沢市
→大石田町（約100分）
〇秋田県横手市→（湯沢横手道路R13経由）
→新庄市→大石田町（約120分）

大石田町産業振興課・大石田町観光協会
山形県大石田町緑町1番地〒999-4112 TEL0237-35-2111 FAX0237-35-2118

ホームページ/http://www.town.oishida.yamagata.jp

大石田そば街道振興会

か
つ
て
最
上
川
舟
運
の
河
岸
場
と
し
て
栄
え
、

今
も
町
の
あ
ち
こ
ち
に
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
る
大
石
田
町
。

こ
こ
は
昔
か
ら
そ
ば
の
里
と
し
て
の
土
壌
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
の
平
野
部
と
山
間
部
を
中
心
に
、

い
く
つ
も
の
名
物
手
打
ち
そ
ば
屋
が
軒
を
連
ね
、

休
日
と
も
な
れ
ば
、県
外
か
ら
の
家
族
連
れ
な
ど
、多
く
の
人
た
ち
が

大
石
田
な
ら
で
は
の
そ
ば
を
求
め
て
足
を
運
び
ま
す
。

ま
こ
と
に
、「
そ
ば
好
き
は
遠
く
を
厭
わ
ず
」で
す
。

最
上
川
の
流
れ
、そ
ば
栽
培
に
適
し
た
気
候
、

そ
し
て
そ
ば
打
ち
職
人
に
支
え
ら
れ
た
大
石
田
の
そ
ば
。

ま
さ
に
街
道
と
呼
ぶ
べ
き
そ
ば
の
里
は
、

訪
れ
る
人
を
豊
か
な
自
然
・
風
土
へ
誘
い
ま
す
。

さ
ぁ
、そ
ば
好
き
仲
間
と
そ
ば
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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　「かおり風景100選」とは、その地に住む
人々や訪れる人々にとって心地よいと感じ
る「かおり」であり、自然景観はもちろん、文
化、生活、歴史などの社会的背景を含め
将来に残したい風景をいいます。この栄
誉ある認定は、そば文化を大切に育んで
きた大石田の風土と、そばを愛する多くの
人々が大石田をめんごがって（可愛がっ
て）くださったお陰です。

　「食アメニティコンテスト」では、農山漁村の女性グ
ループ等が、自主的努力によって地域の特産物を活
用した起業活動などを行い、地域づくりに貢献してい
る優秀な活動事例について表彰を行っています。
　大石田そば街道振興会女性部は、おもてなし料理
のメニュー開発や、イベントでのそば打ちなどのPR活
動で地域振興に貢献し、「平成19年度食アメニティコ
ンテスト審査会特別賞」を受賞しました。

環境省認定　かおり風景100選
「大石田町そばの里」

「大石田そば街道振興会女性部」が
食アメニティコンテスト審査会特別賞を受賞

　「山形セレクション」とは、山形が持っているたくさん
の素材の中から独自の高い基準「山形基準」をもって
選りすぐり、「山形の宝」として世に発信する取り組み
です。大石田町には地元栽培の玄そばを生かした手
打ちそば屋が数多くあり、そば文化が地域に息づいて
います。こうしたことから資源活用観光の面において、
平成19年度山形セレクションの認定を受けました。

　白鷺そば生産組合は、「平成19年度全国そ
ば生産優良地区表彰」において、全国農業協
同組合中央会長賞を受賞しました。大石田町
のそば「来迎寺在来」の品種保存や町内のそ
ば生産者への種子の供給などを行い、大石田
のそばの高品位化へ貢献している点や収量
性の高さが評価されました。

白鷺そば生産組合が
全国農業協同組合中央会長賞を受賞

大石田そば街道が
「山形セレクション」に認定
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どうぞ食べに来て
けらっしゃい
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